
　
自
由
民
主
党
議
員
会
は
５
月
29
日
、
４
月
に
発
生

し
た
梨
を
中
心
と
し
た
果
樹
の
低
温
・
凍
霜
被
害
の

実
態
を
把
握
す
る
た
め
、
城
山
、
河
内
、
清
原
の
３

地
区
の
梨
ほ
場
の
現
地
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　
現
地
調
査
に
は
Ｊ
Ａ
う
つ
の
み
や
の
佐
久
間
組
合

長
を
は
じ
め
担
当
職
員
も
参
加
。
梨
ほ
場
を
経
営
し

て
い
る
城
山
地
区
の
大
柿
正
道
さ
ん
、
河
内
地
区
の

高
塩
修
一
さ
ん
、
清
原
地
区
の
大
橋
基
宏
さ
ん
か
ら

被
害
状
況
を
お
伺
い
し
ま
し
た
。

　
宇
都
宮
市
の
梨
凍
霜
被
害
は
、
作
付
面
積
１
８
３
・

６
ha
被
害
面
積
１
７
７
・
３
ha
、
被
害
金
額
２
億
７

千
万
円
余
に
及
ん
で
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
状
況
を
受
け
、
６
月
の
市
議
会
一
般
質

問
で
は
わ
が
会
派
の
渡
辺
道
仁
、
小
林
紀
夫
両
議
員

が
、
防
霜
フ
ァ
ン
設
置
や
共
済
制
度
活
用
の
た
め
の

市
独
自
補
助
金
の
設
置
な
ど
を
挙
げ
、
宇
都
宮
市
の

重
要
な
特
産
品
で
あ
る
梨
を
は
じ
め
と
す
る
果
樹
栽

培
へ
の
支
援
を
求
め
ま
し
た
。
　
　
＝
２
面
に
続
く



　自由民主党議員会は７月３日、蒲生君平研究の第一人者として

知られる田原中学校副校長の阿部邦男先生を講師に迎え、勉強会

を開きました。

　蒲生君平は宇都宮市が生んだ、江戸時代後期の儒学者ですが、

優れた考古学者でもあり、「前方後円墳」の名付け親としても知

られています。

　勉強会では、蒲生君平の業績や宇都宮市内の君平ゆかりの地な

どについて学びました。

　今年は蒲生君平没後200年。11月10日に記念講演・シンポジウ

ム、11月８日～14日には企画展が宇都宮市文化会館で予定されて

います。

　自由民主党議員会は5月、予防接種費用の公費負担等の対策を

求める要望書を佐藤市長に提出しました（写真）。

―風しんワクチンの予防接種費用の公費負担等に関する要望書（要旨）―

　東京都など大都市圏を中心に風しんが大流行しており、流行が拡
大する可能性がある。特に、免疫を持たない妊婦が風しんに感染す
ると、心臓や目、耳などに障がいがある子どもが生まれる「先天性
風しん症候群」の発生も危惧される。今回の流行は、過去の予防接
種制度の変更により未接種者が多い20代から40代の男性が中心とな
っており、これらの年代層に対する対策も重要と考える。
　早急に対策を講じるよう、下記のとおり要望する。
１　ワクチン接種に対する助成制度を創設すること
２　正しい知識の普及啓発、予防接種の勧奨を強化すること

　宇都宮市では、自由民主党議員会の要望を受け、６月から風しん
予防接種費用の一部助成を始めました。
◆対　象　市内に住民登録があり、風しんにかかったことがない方

及び予防接種を受けたことがない方で、①妊婦の夫②満
19歳以上49歳以下の妊娠を予定または妊娠を希望する女
性（妊娠している方は接種できません）③②の女性の夫。

◆助成額　風しん予防接種＝3,000円、麻しん風しん混合予防接種
＝5,000円。

◆接種期間　平成26年3月31日まで。
　詳細は、市保健予防課 ☎（626）1114　まで。 蒲生君平命を祭神として大正15年に創建された蒲生神社（塙田）

　
―
４
月
に
発
生
し
た
果
樹
の
凍

霜
被
害
に
関
し
て
、
防
霜
フ
ァ
ン

設
置
の
有
無
に
よ
り
被
害
に
差
が

出
て
い
る
が
、
防
霜
フ
ァ
ン
設
置

の
た
め
の
独
自
の
補
助
金
を
考
え

る
べ
き
と
思
う
が
。

岡
本
経
済
部
長
　
今
回
の
凍
霜
被

害
に
つ
き
ま
し
て
は
速
や
か
に
調

査
し
た
結
果
、
２
億
７
千
万
円
余

の
被
害
が
あ
り
ま
し
た
こ
と
か
ら
、

県
に
対
し
、
栃
木
県
農
漁
業
災
害

対
策
特
別
措
置
条
例
の
適
用
を
要

望
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
議
会

に
、
そ
の
た
め
の
補
正
予
算
を
計

上
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
「
防
霜
フ
ァ
ン
設
置
の
た
め

の
補
助
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、

こ
れ
ま
で
も
補
助
を
実
施
し
て

お
り
ま
し
た
が
、
今
回
の
凍
霜

被
害
に
お
き
ま
し
て
防
霜
フ
ァ

ン
の
効
果
が
生
産
者
に
再
認
識

さ
れ
、
新
た
な
要
望
も
あ
り
ま

し
た
こ
と
か
ら
、
早
急
に
ニ
ー

ズ
調
査
を
行
い
、
来
年
、
遅
霜

が
発
生
し
た
場
合
に
も
対
応
で

き
る
よ
う
引
き
続
き
、
支
援
策

を
講
じ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
―
自
然
災
害
が
発
生
し
て
も
、

ブ
ラ
ン
ド
戦
略
の
商
品
で
あ
る
梨

な
ど
が
継
続
し
て
出
荷
で
き
る
よ

う
生
産
現
場
を
強
化
し
て
い
く
た

め
、
梨
に
お
け
る
共
済
支
援
事
業

を
行
い
、
こ
れ
を
園
芸
施
設
全
般

に
広
げ
て
い
っ
て
は
ど
う
か
。

岡
本
経
済
部
長
　
農
業
共
済
制
度

は
自
然
災
害
や
病
害
虫
被
害
な
ど

に
よ
る
災
害
対
策
制
度
で
あ
り
、

農
業
者
と
国
が
掛
金
を
支
払
い
、

被
害
に
応
じ
た
給
付
を
う
け
る
任

意
加
入
の
相
互
扶
助
制
度
で
あ
り

ま
す
。

　
本
市
の
主
要
作
物
で
あ
り
ま
す

梨
や
ト
マ
ト
、
イ
チ
ゴ
、
ア
ス
パ

ラ
な
ど
の
作
物
の
共
済
加
入
率
を

高
め
て
い
く
こ
と
は
、
農
業
経
営

の
安
定
と
産
地
と
し
て
の
農
作
物

の
継
続
的
か
つ
安
定
的
な
供
給
に

と
っ
て
、
重
要
で
あ
る
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　
共
済
加
入
へ
の
補
助
に
つ
き
ま

し
て
は
、
現
在
、
改
定
作
業
を
行

っ
て
お
り
ま
す
「
食
料
・
農
業
・

農
村
基
本
計
画
」
の
中
で
本
市
の

主
要
な
作
物
へ
の
支
援
策
の
ひ
と

つ
と
し
て
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

梨園に設置された防霜ファン（清原地区）



　
―
空
き
家
等
問
題
の
対
策
に
つ

い
て
、
現
在
進
め
て
い
る
実
態
調

査
や
、
今
後
、
外
部
組
織
と
し
て

設
置
す
る
懇
談
会
な
ど
を
踏
ま
え
、

ど
の
よ
う
に
取
組
を
進
め
て
い
く

の
か
。
ま
た
、
市
で
検
討
し
て
い

る
条
例
は
ど
の
よ
う
な
と
こ
ろ
に

力
を
入
れ
て
い
く
の
か
、
見
解
を

伺
う
。

福
田
市
民
ま
ち
づ
く
り
部
長
　
実

態
調
査
の
結
果
や
他
市
の
先
進
的

な
取
組
事
例
な
ど
を
踏
ま
え
、
条

例
制
定
や
支
援
策
等
の
検
討
を
進

め
て
い
る
。

　
条
例
は
、
所
有
者
の
管
理
責
任

を
基
本
と
し
、
市
の
責
務
や
市
民

等
の
役
割
、
自
己
管
理
の
徹
底
と

利
活
用
の
促
進
、
地
域
の
魅
力
づ

く
り
に
も
資
す
る
条
例
と
な
る
よ

う
検
討
し
て
い
る
。
ま
た
、
敷
地

内
へ
の
立
ち
入
り
調
査
や
改
善
を

義
務
付
け
る
行
政
処
分
を
盛
り
込

む
な
ど
、
効
果
を
発
揮
で
き
る
条

例
と
し
て
ま
い
り
た
い
。

　
７
月
に
は
、
弁
護
士
や
学
識
経

験
者
、
公
募
の
市
民
な
ど
を
委
員

と
す
る
懇
談
会
を
設
置
し
、
専
門

的
な
見
地
や
地
域
の
声
な
ど
、
幅

広
く
ご
意
見
を
お
伺
い
し
、
実
効

性
の
高
い
条
例
の
制
定
や
対
応
方

策
の
構
築
に
努
め
る
。

―
そ
の
他
の
質
問
項
目
―

◆
国
政
の
重
要
政
策
に
対
す
る
本

市
の
対
応
に
つ
い
て

①
地
域
の
元
気
創
造
本
部
関
連

施
策

②
攻
め
の
農
業

◆
Ｊ
Ｒ
宇
都
宮
駅
東
口
地
区
の
整

備
に
つ
い
て

◆
中
心
市
街
地
の
ま
ち
づ
く
り
に

つ
い
て

◆
市
政
研
究
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

◆
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
に
つ
い
て

　市民の方から本紙をはじめとする

当会の活動等に関する数多くのご意

見・ご要望等が寄せられています。

下記にその一部をご紹介します。

・安倍総理大臣に、お体に気を付け

て頑張るようにお伝えください。

そして「自民党」の皆さんも頑張

って良い国にしてください。

　　　　　　　　　　　　71歳女性

・散歩のコースになっているので宮

原球場周辺の歩行者の通行止めを

解除して頂きたい。　　60歳男性

※スポーツ振興課へ連絡したとこ

ろ、今後、耐震診断を実施しな

くてはいけないのであと１年ぐ

らいは通行止めになる予定との

ことです。

・子供が小学校に通っているのです

が、通学路で自転車と接触するよ

うなことがあったので、歩道と自

転車専用通行帯の整備を早くやっ

てください。　　　　　39歳女性

・鬼怒川の近辺に住んでいますが、

散歩等で河原に行くと不法投棄さ

れた物が氾濫しております。早く

対処して下さい。　　　　　　　

　　　　　　　　　　　65歳男性

　今後とも、多くのご意見・ご要望

をお寄せください。

　
―
大
谷
資
料
館
を
最
大
限
活
用

し
、
大
谷
地
区
の
振
興
を
図
る
た

め
、
今
後
、
地
域
・
行
政
な
ど
が

連
携
・
協
力
し
て
盛
り
上
げ
て
い

く
こ
と
が
必
要
と
考
え
る
が
、
市

と
し
て
ど
の
よ
う
な
支
援
策
を
考

え
て
い
る
の
か
。

佐
藤
市
長
　
大
谷
地
域
の
拠
点
と

な
る
大
谷
資
料
館
が
本
年
４
月
か

ら
再
開
さ
れ
た
の
を
受
け
、
本
市

に
お
い
て
は
、
貴
重
な
観
光
資
源

で
あ
る
大
谷
資
料
館
を
積
極
的
に

活
用
し
、
大
谷
地
域
の
誘
客
促
進

を
図
る
た
め
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
の
周
知
や
首
都
圏
で
の
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
、
ポ
ス
タ
ー
掲
示
な
ど
、

積
極
的
な
情
報
発
信
を
行
っ
て
い

る
。
　
今
後
、
大
谷
資
料
館
が
設
置
す

る
体
験
工
房
や
飲
食
施
設
等
の
お

も
て
な
し
コ
ー
ナ
ー
整
備
に
対
し

て
支
援
を
行
う
と
と
も
に
、
ろ
ま

ん
ち
っ
く
村
に
お
い
て
は
、
北
西

部
周
遊
バ
ス
の
大
谷
資
料
館
へ
の

乗
り
入
れ
も
予
定
し
て
い
る
。

　
今
後
と
も
、
大
谷
資
料
館
を
は

じ
め
と
す
る
地
域
の
皆
様
と
連
携
・

協
力
し
な
が
ら
、
さ
ら
な
る
大
谷

地
域
の
振
興
を
図
っ
て
い
く
。

―
そ
の
他
の
質
問
項
目
―

◆
本
市
の
行
財
政
運
営
に
つ
い
て

◆
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

◆
観
光
行
政
に
つ
い
て

・
大
谷
地
区
へ
の
ス
マ
ー
ト
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
整
備
に

つ
い
て
　
　
　
　
　
　
ほ
か

◆
保
健
福
祉
行
政
に
つ
い
て

◆
農
業
政
策
に
つ
い
て

◆
教
育
行
政
に
つ
い
て

・
学
校
給
食
の
安
全
確
保
に
つ

い
て
　
　
　
　
　
　
　
ほ
か

◆
宇
都
宮
市
公
共
下
水
道
雨
水
整

備
計
画
の
改
定
に
つ
い
て

　宇都宮市議会は６月11日から28日までの18日間の会期で第２回定例会

を開き、平成25年度一般会計補正予算案など執行部提案の議案36件のほ

か、委員会案１件、議員案１件を原案通り可決、議員案１件を否決しま

した。

　第２回定例会で可決した議案は次の通りです。

〈平成25年度補正予算案〉

●一般会計

４月の遅霜や低温による農作物被害への助成実施に伴う増額補正、

奈坪川トンネル整備工事・鶴田沼緑地の先行取得用地の買い戻しな

ど国庫補助金の交付決定に伴う事業費の増額等。

補正額は２億6,269万円２千円の増額。

●特別会計（国民健康保険、介護保険、後期高齢者医療、生活排水処

理事業、競輪、都市開発資金事業、鶴田第２土地区画整理事業、宇

大東南部第１土地区画整理事業、宇大東南部第２土地区画整理事業、

岡本駅西土地区画整理事業）

●企業会計（水道事業、下水道事業、中央卸売市場）

〈条例の制定、一部改正〉

●宇都宮市子ども・子育て会議条例

●宇都宮市税条例等

●宇蔀宮市行政財産使用料条例

●宇都宮市市営自転車競走実施条例

●宇都宮市市営住宅条例

●宇都宮市体育施設条例

●宇都宮市一般職の職員の給与に関する条例等

� ＝以上、６月28日の本会議で可決

〈その他〉

●専決処分した事件の承認

●宇都宮市監査委員の選任（浅川信明氏，小林紀夫氏）

●宇都宮市固定資産評価審査委員会委員の選任（加藤正夫氏）

� ＝以上、６月11日の本会議で可決

●指定管理者の指定（宮サイクルステーション）

●工事請負契約の締結（石井小学校・豊郷南小学校屋内運動場改築工事）

●市道路線の認定及び廃止

●議決議案の変更について

〈委員会案〉

●宇都宮市議会会議規則の一部改正

〈議員案〉

●市街化区域農地の固定資産税等の負担軽減などを求める意見書

� 　＝以上、６月28日の本会議で可決

●宇都宮市空き家等の適正管理に関する条例の制定

� 　＝６月28日の本会議で否決

●弁護士人口激増に関する陳情　他１件� ＝継続審査

●受動喫煙防止に関する陳情� ＝継続審査

●ある企業による環境被害並びに精神的苦痛が宇都宮市の不作為によるも

のが主な原因であるので法の適切運用実施を求める陳情�＝不採択

●年金２.５％の削減中止を求める陳情� ＝不採択

●「教育無償化」の前進をもとめる陳情� ＝不採択

●「ゆきとどいた教育」の前進をもとめる陳情� ＝不採択

●ＬＲＴ建設の是正を問う住民投票の実施に関する陳情�＝不採択

●市退職職員の再就職に関する陳情� ＝不採択




